




































[農学研究集41~島第Hす 9-16頁 19日2) 【0)
第 1表 2.4-0， PCP及スルアミジ重量アνモジに土るのマスグの駆除試験
奨剤名 賠責I8月川 R月22日I9月3日I9月19日I9山|日月 7日|
1) ~.~・D アミン塩 50g 1/10官官業 1部枯葉 再生少 .!t枯 30 ー~ 地上部 塊茎生0.1% 生育 9 きる
再生 2回目 50g 1 。1 
100g 1/も 1 続んど枯葉 グタ(10) 1 7 → 。19 1 
2凶臼 10()g 1 。1 
150g 2/3 /1 /1 グ少く5) 1 14 → 1 1 
2回目 1回g 1 /1 
1) ~.~・D ェスラル
0.1% 
同g 1/10グ 1部枯葉 1 111 1 44 → 1 日 /1 
2恒月日 fJ()g 1 “ 。 1 
1削g 1/5 グ 殆んど枯葉 グ精多 1 77 → グ 1!3 1 
2凶百 100g 1 ・5 1 
1田g 2/3 グ 1 グ少く6) 1 40 → • 1 31 1 
2回目 150g グ 12 /1 
1) P. C. P. 5% 7.5kg :全部枯葉 新棄を再生 グ精多 生育 54 → 生育33 /1 
2回目7.6 1 24 1 
15kg 1/ 1 /1 多 11 84 ー~
kg 
グ 149 1 
2回目15.0 グ 104 1/ 
22.5kg 1/ 1 H 多 1/ 86 → 
kg 
1 34 1/ 
2回目22.6 グ 140 1 kg 
lV)無 処 理 B 生 育 生 育 生 育 1/ 125 無処理 1/ 。/1 
YコP.C. P. 5% 全部枯葉 再 生 再生多 1/ 176 → 牛枯78 /1 
n〉N10E9h6SOS NEE， 2 30.kg 2/3枯葉 1 1/ 多 /1 130 → 生宇枯育26 1/ 
U) 掴山e'~~ …・・・・・・… 125g 全部枯葉 1/ グ多(65) 1/ 160 → 生育58 1/ 
合 P.C.P.....・H ・-・・3kg 2回目撒布 1 66 1 
酒) 空官{~~~:.~…E12 • 1m5kg  2/6枯葉 2/3枯葉 グ少 (5) 1/ 40 → グ 20 1 2回目撒布 グ 13 1/ 
.!x)無 処 理 A 生 育 生 育 生 育 1/ 152 無処理 1/ 54 /1 
備考 1). 1961年 8月10日撒布 2)・表中の数字は 1平方尺内の本数， 3). PCP (べV トクロール























第 2表 2.4・D，及 NaCI0，1によるハマスゲの駆除試験
A 区
. 
業 期j 名 反当.. 8月27日 9月3日 9月11日 10月30日
Na 2.4-D 150g 1/4官 変 1/2枯死 再生 36本 生育，.!j!:枯5本2 
11 300g 11 11 11 11 11 0・32・4 11 53 
2.4-Dァ'<~塩 150g 11 11 1/3グ 11 29 11 80 
1 3α19 1 1 1 24 生育 31 
2.4司D .:c.ステル (1) 150g 1/3 1 1/2 1 宇枯再生 45 生育，.!f>椅31
1 3似19 1/2 1 1/3 N 宇枯再生 17 1 25 
2.4・D .:c.ステル (2) 150g 1/4 1 1/4グ 宇枯再生 70 1 48 
1 3制下g 1/2 1 1/3 1 .!j!:枯再生 23 生育 30 
混AH{lNaC2.l4Eh -D 18別.8g3E+g 地上業は全部褐色 再生 6 再生 34 生育，.!j!:枯77に変じて枯れる
NaCIO百 18.8kg 1 1 62 1 107 盆己1瞳 101 
1 37.5kg 1 グ 31 1 68 1 117 
無 処 理 生育 自己 可民 生育 228 生育，牟枯96
B 区
葵 資U 名 反当量 8月27日 9月3I:l 9月11日 10月30日
Na 2.4 D 政lOg 1/2資変 1/8枯死 地上部枯死 再生育 3
2.4-Dアミン塩 1 1/2 1 1/4 グ 1 " 7 
2.4-D .:c.ステル (1) 1 1/3 1 3/8 1 1 " 4 
2.4-Dエスアル (2) 1 1/も 1 1/4 11 1 11 8 
無 処 理 区 主 宵 生育 生育 傘枯 9
備考 1). 1952年8月19日， A区は薬剤撒布時のハマスゲの繋が密生して花茎の鏑出は見られなかった.
B区は花茎を抽出したハマスゲが多く発生してゐた.
2). 2.4 ・D ァ<:~溢(%.9' .1-)レア主ン)， 2.4-D .:c.ステル (1)(W，制対oneC.48，2.4・D .:c.チ
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4日 8日12日21日32f14 f1 8日20日21日4日 8日11日20日31日
1， Na 2.4-0 0.1% 。4 7 x 一 1 9 ・4 x 1 。。。。。
r， 2.4-0アミン塩 1 。1 1 × 一 8 8 ‘ x - 。。。。。
1， 2，ιO;r.ステル(1)グ 。“ 。 日 x 一 1 6 x 5 。。。。。
IV. 2.4-0;r.スデル(2)庁 。8 9 × ー 5 。x 4 。。。。5 
V， 2.4.5・T+2.4-0 " 。0 ・4 3 × 一 2 13 x l8 0 ・4 “ り 。・2 4 x日“ 。 1 7~ (対 JRt) 。20 34 41 41 26 39 43 53 。12 13 18 21 
備考1.4t区とも9月25-26日に於て a)は業のみ b)は塊茎のみのは池上茎の生じていない塊
茎を a.b各液 200cc.c各液 l00cc中に18時間湊演し，それをよく水洗した塊根の発芽試験を
なした. 2. x印蹴茅した芽が 5mmt立で枯死を示した. 3. 2.4-0区の塊茎は殆んど腐




















- 13ー (13) 
L伺 n訂'd，O. A.<o) (1945)等はミシシツピ州に於て施行した. 2.4-Dのハマスヂ駆除試験
は不成功であったという.
Burgis或は Eames，A. J.(I) (1949)は=ユヨ{ク及フロリグ州に於て2.4-Dのハマスグ験

























































1) 1951年 8月10日にハマスグの密生地に古代次の薬剤を撒布した結果， pcpを5%液と
して反当7.5-22.5kg，スルフアミン酸アンモン 1%液，反当3Okg，叉それらと 24-Dとの
混合液等の撒布はハマスグの地上葉をと 2.3日の内に枯らした.しかしとれらは10日後には早く
も地下の塊茎から地上葉を再生した一方 2 .4-D アミ γ温反当5O~150gの施同は全部の地
上葉を枯らすのに2週間を要したが，地下部からの再生は遅<13.つ少かった.
2)その翌年の周期に Na2.4-D， 2.4-DェタノーJレアミン， 2.4-Dエステル等の0.1%液
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Na 2.4 D 反当 1回g 0.1"1 
t混合
NaCI0勾 反当 5貫 』
無 f散 布〈対照〉
×印イ声ピエ
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